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会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 平成３０年度第１回武蔵村山市行政不服審査会 

開 催 日 時 平成３０年４月２５日（水） 午前１０時から午前１０時４５分 

開 催 場 所 ３０１会議室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出 席 者：加園委員、高橋委員、原田委員、比留間委員、福島委員 

欠 席 者：なし 

事 務 局：総務契約課長、総務係長、総務係主事、文書情報課長、法規係

長、法規係主任 

報 告 事 項 

⑴ 行政不服審査制度における補助体制について 

⑵ 武蔵村山市行政不服審査会の所掌事項について 

⑶ 審理員向けの研修の実施について 

⑷ その他 

議 題 
⑴ 武蔵村山市行政不服審査会会長の互選及び職務代理者の指名について 

⑵ その他 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

議題⑴：互選の結果、会長に加園委員、職務代理者に福島委員が選任され

る。 

議題⑵：議題なし。 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

 

（○＝会長及び委

員、 

●＝事務局等） 

● それでは、ただ今から、「平成３０年度第１回武蔵村山市行政不服審

査会」を開催いたします。 

  本来であれば、会長が議事を進行していくこととなりますが、本審査

会条例第４条第１項の規定に基づく会長がまだ互選されておりません

ので、互選が終了するまでの間、私の方で会議の進行をしてまいりま

す。まず、「送付書類一覧」に沿って、会議資料の確認をさせていた

だきたいと思います。 

 

～ 送付書類の確認 ～ 

 

● 次に、平成３０年４月１日から平成３２年３月３１日までを任期と

いたしまして、審査会委員が選任されましたので、委員の皆様の御紹介

をさせていただきます。 

  お手元の五十音順の名簿によりお名前を紹介いたしますので、大変

恐縮ですが御起立後、お一人ずつ自己紹介をお願いいたします。 

 

～ 委員挨拶 ～ 

 

報告事項⑴「行政不服審査制度における補助体制について」 

●  次に、事務局の職員の紹介をさせていただきたいと存じますが、事

務局の担当部署に変更がありましたので、先に報告事項⑴「行政不服

審査制度における補助体制について」を御説明させていただきます。 
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  会議次第１ページ、資料１「行政不服審査法の全部改正に伴う庁内

体制の整備について」を御覧ください。 

 行政不服審査法が抜本的に見直され、公平性向上の観点から、審理

員による審理及び第三者機関である本行政不服審査会への諮問が導入

されましたが、これにより新制度では、処分庁、審査庁、審理員及び

第三者機関による審査体制となることから、制度趣旨を踏まえ、それ

ぞれに対する補助機関を担当する部署を分離するとともに審理員に関

する基準等を定めることといたしました。 

  資料１「行政不服審査法の全部改正に伴う庁内体制の整備につい

て」の４ページ、Ａ３サイズのものをゼット折りしたページを御覧く

ださい。ここでは、各機関の事務処理の内容及びそれぞれの事務を担

当すべき補助部署をどの課が担うのか、また、その課とすべき理由を

まとめたものとなっております。 

その結果として、審査庁、審理員及び第三者機関に対する補助機関

を担当する部署として、左上のオレンジ色のマーカー箇所である「⑴

審査庁に係る事務」については、その事務のうち、黄色マーカー箇所

の「審査請求の受付（適法性審査）」及び「裁決」については文書情

報課が、ピンク色マーカー箇所の「審理員候補者の名簿（資料）作

成」及び「審理員の指名」は職員課が、それぞれ行うこととしており

ます。 

また、緑色マーカー箇所の「⑵審理員に係る事務」については、特

別な補助部署は置かないこととしております。その理由は、審理員意

見書の作成等の事務処理については、独立した合議体としての機能の

中で対応するのが望ましく、争点整理等、法令上の解釈等の支援につ

いては、同審理員の構成に、市の課長職及び係長職に加え、法務専門

員の方、この方は高度な法的事務処理能力を有する弁護士の方を非常

勤の特別職としてお願いしておりますが、この方によることが可能な

ためです。 

また、左下の青のマーカー箇所の「⑶第三者機関（行政不服審査

会）に係る事務」の補助部署は、総務契約課により行うこととしてお

ります。これは、総務契約課が市の組織規則での事務分掌上「他の部

の所管に属さないこと」を所掌しているためであり、また、資料には

記載しておりませんが、処分庁となる審査請求がなされる可能性が低

いことなどがその理由となります。 

以上が「行政不服審査制度における補助体制について」の御説明とな

りますが、このことにより、本審査会の事務局を担当する部署が変更
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されております。 

それでは、改めて本審査会の事務局職員の紹介をさせていただきたい

と思います。 

 

～ 職員挨拶 ～ 

 

議題⑴ 武蔵村山市行政不服審査会会長及び職務代理者の互選について 

【会長及び職務代理者の互選】 

● それでは、お手元に配布させていただきました会議次第を御覧くださ

い。 

報告事項⑵の前に、議題⑴「武蔵村山市行政不服審査会会長の互選

及び職務代理者の指名について」を御協議いただき、会長の互選及び

職務代理者の指名が行われましたら、会長の進行により、次第にのっ

とりまして順に進めていただきたいと存じます。 

それでは、議題⑴「武蔵村山市行政不服審査会会長の互選及び職務

代理者の指名について」を議題といたします。 

会議次第の５ページを御覧ください。 

  武蔵村山市行政不服審査会条例第４条第１項において審査会の会長は

委員の互選により選任すること、また、同条第３項において会長に事故

があるとき、又は会長が欠けたときは、会長があらかじめ指名する委員

がその職務を代理することが規定されています。 

  それでは、会長の互選を行いたいと存じます。 

 

～ 会長の選任 〜 

 

● なお、事務局といたしましては、引き続き、加園委員にお願いした

いと考えておりますが、各委員より意見等はございませんでしょうか。 

 

〇 もし、加園委員がよろしければ、加園委員にお願いしたいと思って

います。 

 

● 互選の結果、会長に加園委員が、選任されました。 

  次に、職務代理者ですが、会長より指名してください。 

 

～ 職務代理者の指名 ～ 
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〇 職務代理者には、引き続き福島委員にお願いしたいと思います。よろ

しくお願いします。 

 

● ただ今、会長より、福島委員を御指名いただきましたが、皆様、これ

に御異議ございませんでしょうか。 

 

〇 異議なし。 

 

● 会長の指名により、職務代理者に福島委員が選任されました。 

  それでは、会長に加園多大
まさひろ

委員が互選され、職務代理者に福島真人
まさと

委員が指名されました。会長におかれましては、席の御移動をお願いい

たします。 

 

～ 会長の席の移動 ～ 

 

● それでは、ここで会長から御挨拶をいただきたいと存じます。よろ

しくお願いいたします。 

 

～ 会長の挨拶 ～ 

 

● ありがとうございました。それでは、この後の議事進行につきまし

ては、会長にお願いしたいと存じます。 

 

〇 お手元に配布させていただきました会議次第により、進行させていた

だきます。報告事項⑵「武蔵村山市行政不服審査会の所掌事項につい

て」事務局に説明を求めます。 

 

報告事項⑵「武蔵村山市行政不服審査会の所掌事項について」 

● それでは、報告事項⑵「武蔵村山市行政不服審査会の所掌事項につ

いて」御説明いたします。 

資料２「武蔵村山市行政不服審査会条例」を御覧ください。 

本条例は、当該審査会の組織及び運営について必要な事項を定めた

ものでございます。主な規定のみ御説明いたします。 

本審査会は、武蔵村山市行政不服審査会条例第１条の規定により、

行政不服審査法の規定に基づき、市長の附属機関として設置する第三者

機関でございます。 
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所掌事項といたしましては、行政不服審査法の規定により、審査請

求があった場合の当該審査請求の諮問について調査審議し、答申を行う

ものでございます。  

第３条を御覧ください。「委員」に関して規定する第３条のうち、

第２項では「委員の任期」について２年と規定しておりますので、皆様

におかれましては、平成３０年４月１日から平成３２年３月３１日まで

の任期とさせていただいております。 

また、同条第４項ですが、「委員の守秘義務」について規定してい

ます。これは、当該審査会委員は、非常勤の特別職の地方公務員である

ことから、地方公務員法に規定する一般職の地方公務員を対象にした守

秘義務の適用を受けないため、地方公務員法と同様に規定いたしまし

た。 

なお、当該守秘義務に違反した場合には、資料裏面２ページの第８

条に規定したとおり、行政不服審査法の規定同様に、１年以下の懲役又

は５０万円以下の罰金に処されることを規定しております。 

次に１ページの一番下の第６条では、「審議手続の非公開」を規定

していますが、これは、審議の過程で、審査請求人の氏名等、公開する

ことでプライバシーの侵害に当たるため、審査会は非公開としたもので

ございます。 

さらに、２ページの一番下の附則第２項では、「費用弁償」につい

て規定しており、行政不服審査会会長におかれましては日額１１，５０

０円を、委員は日額１１，０００円を支給させていただいております。 

以上が武蔵村山市行政不服審査会条例の主な規定の御説明となりま

す。 

次に、具体的な審査・事務処理の流れについて御説明いたします。 

 

 

～ 説明 ～ 

 

 

以上、雑駁ではございますが、説明については以上でございます。 

 

〇 説明が終わりました。質問等ございますか。 

 

〇 ないようですので、次に報告事項⑶ 審理員向けの研修の実施につい

て」事務局から説明を求めます。 
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報告事項⑶「審理員向けの研修の実施について」 

● それでは、報告事項⑶「審理員向けの研修の実施について」御説明

いたします。 

先ほど御説明させていただきました報告事項⑴「行政不服審査制度

における補助体制について」及び資料１「行政不服審査法の全部改正に

伴う庁内体制の整備について」におきまして、審理員候補者は、市の課

長職、係長職、法務専門員としております。このことから、市では、今

年度の事業として、審理員向けの研修を実施することを予定しておりま

す。 

資料４を御覧ください。研修内容は、資料４「審理員向け研修仕様

書（案）」のとおり予定しており、市の職員課及び文書情報課が主体と

なって実施します。 

つきましては、実施時期は未定でございますが、市の課長職及び係

長職のみならず、是非、本審査会の委員の皆様にも御参加いただき、審

査会に諮問される前に、審理員がどのような流れで審理を行い、審理員

意見書を作成するのか、といった内容を前もってお知りいただきたいと

存じます。 

実施日時等が決まり次第、改めて御連絡させていただきますので、

御検討の程よろしくお願いいたします。 

 

 

【主な意見等】 

 

〇 実施時期は大体いつ頃なのでしょうか。 

 

● 職員課と研修の打ち合わせはまだできていませんが、できるだけ早く

実施したいと考えております。 

 

〇 夏の前に実施することはないでしょうか。 

 

● 東京弁護士会等に委託で弁護士等を派遣していただく予定ですが、い

ずれにしても受託者は入札により決定することになります。また、実施

時期ですが、議会開催月は実施できませんので、７月、８月、１０月又

は１１月あたりに実施する予定です。日程が決まり次第早めに事務局か

ら御連絡申し上げます。 
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〇 研修会は以前にもあったのでしょうか。 

 

● 研修会は過去２年間は実施しておりませんが、今回新たに審理員体制

を構築し、審理員の対象者を全課長職及び全係長職等としたので、本年

度から実施したいと考えております。 

 

〇 毎年、研修会は実施していくのでしょうか。 

 

● 対象者が仕様書（案）に記載されているとおり、５０人～１００人程

度となりますので、事務局としては、今年度のみの研修では足りないと

考えております。また、昇格等もありますので定期的に実施していきた

いと考えております。 

 

〇 ５０人～１００人程度だと会場はどうするのでしょうか。 

 

● ５０人程度でしたら、４０１大集会室を利用することを考えておりま

すが、例えば市民会館の展示室や小ホールなどの可能性もあります。ま

た、審査請求に直結するような研修内容にしたいと考えておりまして、

課税の賦課決定に関する処分や滞納、差押え処分に係る審査請求などは

平成２５年度まで年度ごとに１件、２件と寄せられているので、そうい

った審査請求に対応する内容の研修を考えております。 

〇 その他、よろしいでしょうか。 

 

報告事項⑶ その他 

〇 事務局から何かございますか。 

 

● 事務局からは、特にございません。 

 

議題⑵ その他 

〇 事務局からは何かございますか。 

 

● 事務局からは、特にございません。 

 

〇 委員の皆さん、何かございますか。 
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〇 以上をもちまして本日の議事はすべて終了いたしました。これで、平

成３０年度第１回行政不服審査会を終了いたします。本日は、大変お疲

れ様でした。 

 

 － 以上 － 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

☑公  開                傍聴者：   ０ 人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

☑開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課  総務部 総務契約課  （内線：３２４） 

 

 


